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各種メソシデライト隕石の比較研究

Comparative Study of Five Mesosiderites.
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メソシデライト隕石(Mesosiderite)は Fe-Ni 合金部と珪酸塩鉱物部からなる石鉄隕石の一種である。

本研究ではメソシデライト隕石についてその岩石学的特徴および鉱物組成について研究し、各種メソシデライ

トの特徴を明らかにしようとした。

今回使用した試料は、南極産 A-882023 と ALH-77219、アメリカ産 Estherville、ドイツ産 Hainholz、そしてチ

リ産 Vaca Muerta の五つの研磨薄片(PTS)である。

各メソシデライトの珪酸塩鉱物部は角レキ質で鉱物組成および化学組成は類似しているものの、結晶の形状や

Fe-Ni 合金と珪酸塩鉱物部の量比はさまざまである。

また今回は珪酸塩鉱物部をホワルダイト(Howardite)の Kapoeta と、隕鉄の Sikhote-Alin との比較も行った。


